	第4回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：村田・吉田

	講義内容：地域密着型全国セミナーイン大牟田　　　　　　　　　講師：村本　順子

	日　　時：平成20年8月21・22日（2日間）　17：30～18：30

	場　　所：南山苑４Ｆ　苑長室

	内　　容：①なぜ地域福祉なのか？

　　　　　②日本の認知症の現状

　　　　　③大牟田で何が起こったか？

　　　　　④大牟田での取り組み

　　　　　⑤八戸市の現状

　　　　　⑥まとめ

※パワーポイント参照

　　　　参加対象者　　　74名
　　　　　　　　　当日参加者　　　47名
　　　　　　　　　当日業務者　　　3　名
　　　　　　　　　※参加率＝当日参加者÷参加対象者＝66.2％
アンケート提出者　47名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･40名

· 楽しかった･･･　　3名

· 難しかった･･･　　4名

· つまらなかった･･･0名

· 無回答･･･　　　　0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· その人らしく過ごしてもらうケア。

· 大牟田市での取り組内容。

· 地域力アップが必要な事。

· 認知症は身近な問題だという事。

· 田面木が県の指定地域になっている事。

· 徘徊者に対しての声掛けの方法によって態度が違う。常に優しく声掛けをする事。

· 認知症の絵本作り、絵本教室が小・中学校を中心に認知症の理解を深める為に役立っている事。

· 八戸市は介護保険が高い。だから、市でも介護予防を進めている。

· 2050年にはツタンカーメン型になるという事。

· 徘徊ＳＯＳネットワークの内容。

· 認知症や障害のある人が暮らしやすい所は、皆が暮らしやすい。

· 地域全体で認知症の方の見守り、暮らしやすい町つくりが大事。

· 地域と密着した認知症への取り組みについて。

· 迷い老い捜索願いというものが八戸市にもあるという事。

· 離苑時の対応について。

· 子供から大人までが認知症サポーターになれる街作りが必要。

· 認知症コーディネーターの養成。

3． 質問したいこと

· 認知症の方だけではなく、その家族への支援はどうなっているのか？

４．今後のテーマの希望

· 全国セミナーだった為、大牟田市以外での認知症に関する取り組みがあれば知りたい。

· 今後の認知症介護。

５．感想等

· 60歳以後も働けるよう社会の仕組みが変われば良いと思う。

· 八戸市も大牟田市のように対応出来る様になって欲しい。

· 高齢者の増加していく現状の中で、当然のように認知症患者が増えていく事が考えられる。認知症患者が安心して、その人らしく暮らせるような地域作り、その一歩として、施設で働く私自身が正しく理解しなければいけないと感じた。

· 実際現場で仕事をしていると利用者の気持ちを優先する事より、業務を進めていく事の方が優先してしまう。初心に返り対応していく必要がある。

· 昨年大牟田にてほぼ同様の視察をさせて頂き、今回も認知症についての大牟田市の取り組みを思い出した。デイでの徘徊老人の対応（自宅からの行方不明等）を改めて迅速にする必要がある。

· 地域で協力が出来れば良い。

· 八戸市でも認知症ケアへの取り組みが強化されている事を実感した。

· 優しい心を常に養う事の難しさを痛感する。自分の心がまず先に幸せである様過ごす事を心掛けたい。

· 一人ひとりの尊厳の大切さを客観的ではあるが感じた。

· 今後施設や介護職員だけでなく町全体での認知症ケアが重要となってくると思い、八戸市でも今後考えていくべき課題だと思う。

· 子供達が書いた絵本の内容が印象的で、普段徘徊や問題行動に対して嫌になったり、一方的な見方しかしていなかったことを気づかされた。認知症を地域全体で理解し、それに対して協力していくことも大事だと感じた。

· 認知症のケアの在り方を考えさせられた勉強だった。グッジョブ・ウィークでも、絵本を通じて理解してもらう事が出来るのかなあと考えた。

· 認知症の方への接し方を改めて見直して、今後の仕事に生かしていかなければならない。

６．今回の研修の反省点と今後の対策

　　今回の研修は伝達講習という事で、他の地域では認知症の方に対し、どのような取り組みをしているのか勉強になったと思います。アンケートでも、さらに他の地域ではどのようにしているのか聞いてみたいという声や、子供達が書いた絵本に対してもとても印象的だったという声が聞かれていました。
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